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面接について考えよう
2019.11月号

11月1日より保護者の皆様への学習報告会(保護者カウンセリング)期間となりま
す。詳細は各教室にてご案内させていただきますので、お忙しいところ恐縮です
が、ご参加くださいますようお願い申し上げます。
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　いよいよ受験本番が近づいてきました！ 受験の際に面接を課す学校はたくさんありますから、今回は面接のポ
イントをいくつかおさえておきましょう。
　特に試験官はどこを見ているのかという点をおさえると、準備しやすくなりますよ。

◆学校の先生に聞いた！面接対策ポイント
 ①質問内容
　・志望理由、将来の夢、中学校生活での1番の思い出等の一般的な質問
　・実生活で起こりうる問題に、自分だったらどう対応するか(ツイッターで悪口を書かれたらどうするか)等
 ②答え方
　こう答えたからよい／悪いということはない！
　→受験者がどのように考えているのかを確認する場なので、自分なりの考えをそのまま伝えれば問題はない。
 ③準備しておくべきこと
　 ・できれば丸暗記ではなく、自分の言葉で話せるように練習をすること。
　 ・1、2年生の皆さんは、受験生になった時に、必ず志望校の説明会に足を運ぼう。
　 　→入試について直接話を聞くことができる為、どのくらい面接を重視するか等をチェックしておくとよい。
 ④面接官のチェックポイント
 　⑴服装：学力試験の時間から監督者が座り方、髪形などをチェック。
　　　　 　→パーマ・染色やピアスなど気になった生徒は、面接担当者に伝える。
　　　　　 ※面接の直前だけでなく、学力試験中も見られているという意識を持つこと！
 　⑵話し方：面接官の目を見て、明るくハキハキ、ゆっくりと話すことがとても大切！
　　　　　   →覚えてきたことを緊張して忘れたとしても、その場で自分の考えを話せるとよい。

◆面接の形式について知っておこう
  ①個人面接：受験者一人に対して面接官が数人の形式で、時間は約10分程度
 　志望理由書などの書類をもとに質問されることが多い。
　 →志望理由書などの提出書類はコピーをして、志望動機、学習意欲、自分の長所を覚えておこう。
 ②集団面接：受験者が数人で面接官も数人の形式で、時間も30分近くかかる
　 同じ質問を全員に聞くことも多いので、他の受験者の話をよく聞くことも重要！
　 →突然「あなたの場合は？」とることもあるので、面接官や受験者の様子を見て自分の答えを決めましょう。
 ③集団討論：受験生が数人グループでテーマを与えられ、ディスカッションを行う形式
　 特に指導力・積極性・協調性がチェックされる。
　 →テーマに沿って自分の主張を論理的に話す態度、相手の意見を尊重することが大切。
 ④学力・一般常識が問われる面接：一般的な面接に加えて口頭試問を取り入れた形式
　 与えられた質問に対して短時間で論理的に説明することを求められる。
　 →特に筋道を立てて話すために、話の結論は明確にしておくことが必要。

　自分の受験校の面接がどんな形式なのか、どのくらい面接を重視しているのか、
　しっかりと確認して準備していきましょう！
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頑張るべきときに、頑張れること（上）

言葉が変わってきます チタタプ

調べる事の必要性 秋には夏の復習を！

　公立高校入試まで残り20週間をきり、少しず
つ自習室を利用する人が増え、「昨日、○○時間
も勉強したよ」「最近、○○を頑張って勉強して
いるんだ」などといった言葉を耳にします。少し
ずつ頑張り始めていることは分かります。しか
し、「勉強している」という言葉を聞くたびに私
が思うことは、「受験生としては、まだまだ足り
ない」ということです。本当に勉強をやり始める
と、何をやっても、どこまでやっても時間が足り
なく感じ「勉強をしている」などといった言葉は
出てこなくなるはずです。
　プロのスポーツ選手を見ても同じことが言えま
す。トップレベルのスポーツ選手が、練習量を自
慢している場面を見たことはありません。
　受験生として必要な勉強量を確保している人の
言葉に「最近、勉強してる！」はありません。

　現代の時間の流れは一昔前に比べてかなり速く
なっていると感じます。特に情報が発信されてか
ら受け取られるまでなど…もはや激流の中にいる
といっても過言ではないように思われます。
　その中で求められる力は、情報の正誤確認と取
捨選択を自力でする力といえるでしょう。つまり
受け取ったものが本当に正しいのか、必要なもの
なのか、そういった判断を行う力です。
　以前は図書館で新聞を辿ったり文献を探した
り、時には電話で問い合わせたりする必要があっ
たわけですが、幸いにして、現代ではインター
ネットを使用すれば調べ物は簡単にできます。疑
問に思った事は調べ、まとめて伝える練習は面接
にも、学生が終わった後にもつながる練習です。
勉強の合間で気になった事は調べて、先生方にう
まく伝わるか試してみて下さい。

　最近「ゴールデンカムイ」というマンガに嵌っ
てます。読書の秋にマンガの話をするのもどうか
と思いましたが、アイヌの文化や習俗を詳しく紹
介するこの作品が昨今のアイヌ文化ブームの一因
になっているので取上げてみました。
　アイヌ文化の大きな特徴は自然との共生です。
そして神を表す「カムイ」という言葉、カムイ
(神)はとても身近な存在で、身の回りのあらゆる
ものにカムイが宿っていると考えています。それ
は動物も同様でヒグマや鮭、エゾオオカミ、丹頂
鶴もカムイ、ただし、エゾシカは食糧扱いなので
カムイではないようです。
　環境破壊は相変わらず深刻ですが、北海道には
先人であるアイヌ文化の精神が息づいています。
皆がこの精神を受け継げば、自然環境は守られる
と信じます。

　10月半ばからすっかりと気温も下がり、まさ
に秋の到来といったところでしょうか。受験生に
とっては受験直前となる冬休みや冬期講習に向け
ての準備期間となる季節です。冬期講習では入試
に出てくるような難易度の高い問題をたくさん解
くことになりますが、そのために今できることは
なんでしょうか。
　夏休みや夏期講習でたくさん勉強した生徒もい
ることでしょう。そこは素直に「がんばったね」
と言いたい。でも、どうですか？ためしに夏期講
習用教材を開いてみてください。もしかしたら忘
れているものもかなりあったりして…。その状態
で、いきなり冬期講習用教材に触れてもやけどを
するだけ。人間は忘れる生き物です。受験に向け
て今何をしたら良いかわからないという君！夏期
講習の復習をオススメします。

　社会人として求められる資質は、究極においてはただその一点だと思います。かつて体育系部活動経験
者が就職において優遇されたのはそのためでしょう。そこそこ高い確率で、「当たり」（打たれ強く、根
性がある）が多かったものです。しかし現在では、「外れ」もまた多い。好きな部活動だけには打ち込む
けれど、その他のことはさっぱり。悲しいかな、そうした子も多くなってしまいました。
　頑張るべきときに、頑張れること。塾人として思うのは、部活動であれ勉強であれ、長い目で見たなら
ばそこが到達点であるべき。そう思うのです。なので、塾生（受験生）には例外なく、「こんなに勉強を
したのは、生まれて初めてのこと…」と実感してもらいたい。点数それ自体より、今現在の実力で、どれ
だけ真剣になって答案用紙に喰らいつけるか。頑張るべきときに、頑張れること。体験を通して実感して
もらいたいと思っています。


